
平成17年度「迫りくる宮城県沖地震に備える（その3）」
－気楽に「揺れ易さマップ」 ＤＩＧ－

DIGとは？平成15年度および平成16年度のシンポジウムにおいて、地質や地震に関する基礎的
なことを解説してきました。3回目となる今回のシンポジウムでは、より具体的な地域
防災活動に役立てる方法として、地質・地盤状況を考慮した災害図上演習（DIG）を実防災活動に役立てる方法として、地質 地盤状況を考慮した災害図上演習（DIG）を実
践いたしました。DIGのやり方の説明を行い、丘陵部4班、平野部4班の計8班に分かれ
てDIGを実践してみました。最後には、優秀賞2班の表彰を行いました。

DIGの作業風景。各班には、学会員が
2名ずつ付き指導を行いました2名ずつ付き指導を行いました。

表彰式の様子。優秀賞獲得した班には、
ちょっとした防災グッズをプレゼント

平成16年度「迫りくる宮城県沖地震に備える（その2）」
－ここはどれだけ揺れる？地域防災に役立つ地盤図、地質図の解読－

DIG完成品の例、平野部（仙台駅～海岸付近）

出来上がったDIGについての発表の様子

平成15年度は、自分たちの足元（地盤、地質）の重要性を知っても
らうためのシンポジウムでしたが、2回目である今回は、防災活動に
役立てるため、地震被害想定の根拠ともなる地質図や地震地盤図の説
明および読み方を解説いたしました。

パネル討論では、専門知識の橋渡し（Bridging）や防災活動の連携、
また 情報の共有化などをテ マとして行いましたまた、情報の共有化などをテーマとして行いました。
今回も地元の報道機関に大きく取り上げられました。

パネル討論の様子

表層地盤区分を立体表示（鳥瞰図）のデモの様子。
一般の人にもわかりやすい表現を試みました。

ポスターの展示風景。地盤情報の活用の仕方など
具体的な例をあげて説明しました。

聴衆の状況。多くの市民が参加しました。

平成15年度「迫りくる宮城県沖地震に備える」
－今、あなたが居るところは大丈夫？－

過去の地震災害調査から得られた、地形・地質学的教訓を紹介
しました 一般の方々に迫りくる宮城県沖地震に備えるためにしました。 般の方々に迫りくる宮城県沖地震に備えるために、
まず自分の足元（地盤、地質）知ることが重要であることを知っ
ていただければと思い開催いたしました。
当学会として、どのようにアプローチすればよいか手探りの状

況での開催でしたが、予想以上の参加者に恵まれ、世間の関心の
高さを実感いたしました。
このシンポジウムは報道機関に大きく取り上げられました。 パネルディスカッションの状況。

田野支部長（当時）をコーディネーターとして4
人のパネリストが話題を提供しました。

簡易モデルを使った液状化実験の実演。
会場の様子。準備した会場がいっぱいに
なりました。

宮城県北部地震のパネル展示も行いました。


